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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 26,686 7.6 1,654 71.7 1,589 44.8 1,013 135.9

30年3月期第1四半期 24,811 23.2 963 △47.9 1,097 △35.6 429 △66.9

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　△75百万円 （―％） 30年3月期第1四半期　　692百万円 （69.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 25.44 ―

30年3月期第1四半期 10.78 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 158,945 57,075 30.7

30年3月期 161,030 57,940 30.6

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 48,717百万円 30年3月期 49,352百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 15.00 ― 15.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 52,500 2.8 2,800 27.5 2,900 28.8 1,800 137.7 45.20

通期 107,000 0.3 6,700 2.9 6,900 2.9 4,700 43.2 118.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 44,956,853 株 30年3月期 44,956,853 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 5,141,640 株 30年3月期 5,141,640 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 39,815,213 株 30年3月期1Q 39,815,926 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　前連結会計年度において、ATAキャスティングテクノロジージャパン株式会社の企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第１四半期連結累
計期間に係る連結業績については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の見直しが反映された後の金額によっております。

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号平成30年２月16日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半
期連結累計期間及び前連結会計年度に係る連結業績については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

　（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料「2019年３月期 第１四半期（累計）【連結】連結決算ハイライト」は、TDnetで本日開示しています。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、全体として緩やかな回復が続きました。

米国経済は、個人消費や設備投資の増加により好調に推移しており、欧州では、英国のEU離脱問

題や政策に関する不確実性の高まりなどから不透明感が高まりつつも景気は緩やかな回復を維持

いたしました。アジア地域については、中国では米中貿易摩擦の懸念はあるものの、各種経済政

策効果もあり景気は堅調を維持いたしました。また、タイ、インドネシアでは景気は持ち直しの

動きがみられました。わが国経済も、雇用・所得環境の改善が続くなかで、設備投資の増加など

を背景に景気は緩やかな回復が続きました。一方、米国の通商政策の行方や保護主義への動き、

地政学的リスクなど海外経済の不確実性が高まっており、先行きの不透明感が増す状況で推移い

たしました。

当社グループの主要産業分野である自動車業界につきましては、日本国内では、平成30年上期

（１～６月）の新車販売台数は前年同期比微減となりましたが、国内生産台数は堅調な輸出に支

えられ微増となりました。また、世界の２大市場である中国と米国の新車販売台数は前年を上回

る堅調な水準を維持いたしました。加えて、新興国市場での販売回復や底堅い動きの欧州市場な

どに支えられ世界の自動車生産・販売台数は総じて堅調に推移いたしました。

非自動車分野における造船業界につきましては、平成30年上期（１～６月）の日本の造船会社

の輸出船受注量は前年同期比微減となりましたが、前年に倍増したことを考慮すれば今後の回復

が期待できる状況に変化してきました。しかし、世界全体では依然として船腹過剰の状態が続い

ており、需給バランスの改善には暫く時間を要するものと思われます。一方、建設機械業界につ

きましては、国内メーカーの建設機械出荷金額の総合計が20カ月連続の増加となり、加えて米国

などの建設機械メーカーも生産・販売台数が増加しており順調な回復が実感できる状況にありま

す。

また、一般産業分野につきましては、電気二重層キャパシタ用電極シートや電力・エネルギー

関連の発電設備用の特殊軸受の需要などが押し並べて底堅く推移いたしました。

　

このような市場環境下、当社グループの当第１四半期連結累計期間における業績につきまして

は、自動車産業関連は、世界の２大市場である中国や米国をはじめ世界全体では総じて堅調な推

移となり当社グループの売上高は増加いたしました。また、非自動車分野における船舶向け売上

高は増加に転じ、旺盛な外需に支えられた建設機械向け売上高も増加いたしました。

　一般産業分野につきましても総じて底堅く推移した結果、売上高は、266億86百万円と前年同四

半期に比べ18億75百万円(＋7.6％)の増収となりました。

利益面につきましては、販売費及び一般管理費の増加などのマイナス要因もありましたが、メ

キシコの工場の増産に伴うコスト増要因の解消や前年同四半期に計上された買収２社に関連する

一時的な費用が無くなったこともあり、営業利益は、16億54百万円と前年同四半期に比べ６億90

百万円(＋71.7％)の増益となりました。また、経常利益も15億89百万円と同４億91百万円（＋

44.8％）の増益となり、親会社株主に帰属する四半期純利益も10億13百万円と同５億83百万円

（＋135.9％）の増益となりました。

セグメントの業績は、次のとおりです。

なお、セグメント間の内部売上高又は振替高は、セグメントの売上高に含めております。

① 自動車用エンジン軸受

国内売上高は底堅い自動車生産に支えられ、ターボチャージャー用軸受の受注増もあって

前年同四半期比8.7％増、海外売上高は自動車産業全体が全世界的に堅調であった他、国内同

様ターボチャージャー用軸受などの受注増を受けて同7.8％増となり、売上高は同8.0％増収

の166億円となりました。しかし、海外子会社への製品や軸受材料の輸出に係る未実現利益の

影響などにより、セグメント利益は同12.4％減益の18億72百万円となりました。
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② 自動車用エンジン以外軸受

自動車用エンジン軸受と同様に、自動車産業全体が全世界的に堅調であったことを受けて、

売上高は前年同四半期に比べ6.8％増収の40億9百万円、セグメント利益は同32.7％増益の7億

23百万円となりました。

③ 非自動車用軸受

船舶分野の軸受販売では、世界全体での船腹過剰の影響を受けて需要が低迷しておりまし

たが、前年同四半期に比べて、売上高が増加に転じました。

　建設機械分野の軸受販売でも、旺盛な外需に支えられて前年同四半期に比べて、売上高が

増加いたしました。一方、一般産業分野におけるエネルギー分野の特殊軸受は石炭・石油火

力発電向け販売が低調であったことなどから売上高は微減となりました。

これらの結果、売上高は前年同四半期に比べ7.6％増収の22億76百万円、セグメント利益は

同134.1％増益の3億22百万円となりました。

④ 自動車用軸受以外部品

アルミダイカスト製品、曲げパイプ、ノックピン、NC切削品などから構成される本セグメ

ントにつきましても、全世界的な自動車産業全般の堅調さを受けて、売上高は前年同四半期

に比べ8.5％増収の38億18百万円、セグメント利益は1億65百万円となり、前年同四半期のセ

グメント損失4億81百万円から6億46百万円改善となりました。

⑤ その他

電気二重層キャパシタ用電極シート、金属系無潤滑軸受事業及びポンプ関連製品事業に不

動産賃貸事業等を加えたその他のセグメントも底堅く推移して、売上高は前年同四半期に比

べ9.1％増収の6億78百万円、セグメント利益は同16.2％増益の1億64百万円となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間における総資産は1,589億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ

20億85百万円減少いたしました。

流動資産は738億26百万円となり、前連結会計年度末に比べ20億３百万円増加いたしました。こ

れは主に現金及び預金が増加したことによります。

固定資産は851億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ40億89百万円減少いたしました。こ

れは主に有形固定資産、のれんが減少したことによります。

負債につきましては1,018億69百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億19百万円減少いたし

ました。これは主に長期借入金、１年内返済予定の長期借入金、短期借入金が減少したことによ

ります。

純資産は570億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億65百万円減少いたしました。これ

は主に利益剰余金が増加した一方で為替換算調整勘定が減少したことによります

自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.1ポイント増加し、30.7％となりました。

② キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、28億47百万円の収入となりました。これは主に税金等

調整前四半期純利益15億89百万円と、減価償却費20億87百万円によります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、４億83百万円の収入となりました。これは主に条件付

取得対価に係る公正価値の変動額18億50百万円によります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、20億10百万円の支出となりました。これは主に長期借

入金の返済による支出が5億94百万円、配当金の支払額が5億74百万円あったことによります。

以上により、当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は130億56百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ11億89百万円増加いたしました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成31年３月期の第２四半期（累計）及び通期の業績予想につきましては、平成30年５月11日

に公表した予想値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,672 15,178

受取手形及び売掛金 27,782 27,545

電子記録債権 2,455 2,699

商品及び製品 10,913 10,930

仕掛品 8,538 8,972

原材料及び貯蔵品 6,327 6,345

その他 2,184 2,202

貸倒引当金 △51 △47

流動資産合計 71,823 73,826

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,682 17,390

機械装置及び運搬具（純額） 26,878 26,352

その他（純額） 20,386 19,515

有形固定資産合計 64,947 63,257

無形固定資産

のれん 9,650 7,554

その他 5,434 5,192

無形固定資産合計 15,085 12,746

投資その他の資産

投資その他の資産 9,223 9,162

貸倒引当金 △48 △47

投資その他の資産合計 9,174 9,114

固定資産合計 89,207 85,118

資産合計 161,030 158,945
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,337 8,670

電子記録債務 9,544 9,247

短期借入金 27,755 27,071

1年内返済予定の長期借入金 9,545 9,296

未払法人税等 1,251 815

賞与引当金 1,835 767

役員賞与引当金 128 45

製品補償引当金 291 296

営業外電子記録債務 479 833

その他 6,994 8,773

流動負債合計 66,163 65,818

固定負債

長期借入金 23,295 22,671

環境対策引当金 20 20

退職給付に係る負債 6,457 6,515

資産除去債務 17 17

負ののれん 1 1

その他 7,133 6,825

固定負債合計 36,926 36,051

負債合計 103,089 101,869

純資産の部

株主資本

資本金 7,273 7,273

資本剰余金 8,821 8,821

利益剰余金 34,663 35,079

自己株式 △1,422 △1,422

株主資本合計 49,336 49,752

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,316 1,099

為替換算調整勘定 557 △327

退職給付に係る調整累計額 △1,857 △1,806

その他の包括利益累計額合計 16 △1,034

非支配株主持分 8,588 8,358

純資産合計 57,940 57,075

負債純資産合計 161,030 158,945
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 24,811 26,686

売上原価 18,719 19,883

売上総利益 6,092 6,803

販売費及び一般管理費 5,128 5,148

営業利益 963 1,654

営業外収益

受取利息 12 16

受取配当金 30 35

為替差益 4 －

負ののれん償却額 0 0

持分法による投資利益 53 43

スクラップ売却収入 150 185

その他 74 91

営業外収益合計 326 371

営業外費用

支払利息 157 212

為替差損 － 183

その他 35 41

営業外費用合計 192 436

経常利益 1,097 1,589

税金等調整前四半期純利益 1,097 1,589

法人税、住民税及び事業税 555 663

法人税等調整額 △68 △254

法人税等合計 487 409

四半期純利益 610 1,180

非支配株主に帰属する四半期純利益 181 167

親会社株主に帰属する四半期純利益 429 1,013
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 610 1,180

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △51 △227

為替換算調整勘定 72 △1,031

退職給付に係る調整額 38 56

持分法適用会社に対する持分相当額 22 △52

その他の包括利益合計 81 △1,256

四半期包括利益 692 △75

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 447 △38

非支配株主に係る四半期包括利益 244 △37
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,097 1,589

減価償却費 2,040 2,087

のれん償却額 238 70

負ののれん償却額 △0 △0

持分法による投資損益（△は益） △53 △43

貸倒引当金の増減額（△は減少） 22 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △965 △1,066

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △100 △83

退職給付に係る資産負債の増減額 △20 49

受取利息及び受取配当金 △42 △51

支払利息 157 212

売上債権の増減額（△は増加） △559 △423

たな卸資産の増減額（△は増加） △709 △920

仕入債務の増減額（△は減少） 652 349

未払消費税等の増減額（△は減少） 64 11

その他の負債の増減額（△は減少） 1,674 2,441

その他 △30 △205

小計 3,466 4,017

利息及び配当金の受取額 43 51

利息の支払額 △155 △200

法人税等の支払額 △873 △1,021

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,480 2,847
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(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △348 △1,049

定期預金の払戻による収入 329 694

投資有価証券の取得による支出 △4 △5

有形固定資産の取得による支出 △2,817 △985

有形固定資産の売却による収入 37 40

無形固定資産の取得による支出 △59 △49

貸付けによる支出 △31 △16

貸付金の回収による収入 17 2

条件付取得対価に係る公正価値の変動額 － 1,850

その他 △36 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,914 483

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 407 △348

長期借入れによる収入 3,740 －

長期借入金の返済による支出 △3,281 △594

セール・アンド・リースバックによる収入 8 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △216 △261

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △570 △574

非支配株主への配当金の支払額 △183 △231

財務活動によるキャッシュ・フロー △95 △2,010

現金及び現金同等物に係る換算差額 23 △129

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △506 1,189

現金及び現金同等物の期首残高 12,827 11,866

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,320 13,056

決算短信（宝印刷） 2018年08月08日 15時49分 10ページ（Tess 1.50(64) 20180525_01）



大同メタル工業株式会社(7245) 平成31年３月期 第１四半期決算短信

11

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 当該事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当該事項はありません。

（セグメント情報）

[ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）]

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計自動車用
エンジン
軸受

自動車用
エンジン
以外軸受

非自動車用
軸受

自動車用
軸受以外
部品

計

売上高

外部顧客への売上高 15,338 3,337 2,113 3,520 24,310 501 24,811

セグメント間の内部
売上高又は振替高

27 415 2 － 446 120 566

計 15,366 3,753 2,116 3,520 24,756 621 25,378

セグメント利益
又は損失（△）

2,137 545 137 △481 2,339 141 2,480

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気二重層キャパシタ用電極シート、

金属系無潤滑軸受事業、ポンプ関連製品事業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 2,339

「その他」の区分の利益 141

セグメント間取引消去 21

全社費用（注） △1,538

四半期連結損益計算書の営業利益 963

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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[ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日）]

① 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)

合計自動車用
エンジン
軸受

自動車用
エンジン
以外軸受

非自動車用
軸受

自動車用
軸受以外
部品

計

売上高

外部顧客への売上高 16,552 3,512 2,276 3,787 26,129 557 26,686

セグメント間の内部
売上高又は振替高

47 496 0 31 575 120 696

計 16,600 4,009 2,276 3,818 26,705 678 27,383

セグメント利益 1,872 723 322 165 3,083 164 3,247

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気二重層キャパシタ用電極シート、

金属系無潤滑軸受事業、ポンプ関連製品事業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

② 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利 益 金 額

報告セグメント計 3,083

「その他」の区分の利益 164

セグメント間取引消去 20

全社費用（注） △1,613

四半期連結損益計算書の営業利益 1,654

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

③ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「自動車用軸受以外部品」事業セグメントにおいて、ATAキャスティングテクノロジージャパン株式会社の買収に関

して締結していた株式及び債権譲渡契約に基づく条件付取得対価（取得対価の変動）が1,850百万円発生しており、当

金額に対応したのれん及びのれんの償却額の減額を行っております。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。
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